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課題の説明および施工上の注意（第４４回技能五輪全国大会電工職種競技課題）

１．競技課題は，配線作業課題および回路検査課題の２課題から構成されている。
２．競技時間は,配線作業課題制限時間６時間,回路検査課題制限時間１５分,合計６時間１５分で行う。

注意：課題の空白部分については，競技当日に決定する。それ以外の部分についても，－部（20％以
内）変更される可能性がある。

【配線作業課題】

全般

１．正面および左側面の作業板上に課題図面で示した基準点を基準として，正面作業板上に1800ｍｍ×
1800ｍｍの枠を，左側面作業板に900ｍｍ×1800ｍｍの枠を描いて作業を行うこと。これらの枠，
墨入れ線，障害物および屈曲半径の図は描いたままにしておくこと。

２．指定寸法は，器具相互ならびに器具とボックスおよび管路等それぞれの中心間の寸法とする。
３．配管について，

①金属管,合成樹脂管およびＰＦ管の９０度曲げは,各箇所とも管の内側半径を120ｍｍとする｡なお，
平行配管の場合，管路の曲げは，管路相互が平行になるように努めて施工すること。

②障害物や他の配線器具に接近することをさけ，できるだけこれら相互の中心を通すようにすること

③指定項目以外は図面に沿って行うこと。特に寸法指定のない箇所は各自の判断で行うこと。
④図面記号の凡例は，課題図面および別紙３にまとめて示した内容を参照すること。

４．配線用遮断器の電源側配線は省略する。

５．ハーモニカ端子への電線接続は管端を必要なだけ起こして電線を引き出し端子に接続すること。なお

各管端と器具端との間隔は４０ｍｍ以下とすること。配線用遮断器とダクト間の処理は，配線用遮

断器とダクト間を５０ｍｍ以下（配線用遮断器のカバーを取外した状態）としてケーブル外装をダ

クト外部へ出すこと。

６．配管路への通線は，600Ｖビニル絶縁電線を通線すること。ただし，照明回路の電源線については，
ＶＶＦケーブルを使用して施工すること。

７．ボックスおよびダクト（制御盤側）には＝_ドクリップを取付けて，ケーブルを保霞すること。

８．接続箱内の電線接続は，各人持参の差込み型＝ネクタおよび圧着スリーブを用いて行うこと。テープ巻

きは省略する。

９．丸ボックスにランプレセプタクルを取り付ける場合は,丸ボックスの蓋へナット付きビスで固定する。

また，ケーブル配線の場合は，ランプレセプタクルにケーブル挿入ロを加工して直接造営材へ木ビス

で固定すること。

１０．制御盤用板への配線および配管は，ケーブルの外装および管路の一部が板内に入るようにするこ

と。

１１．制御回路の配線（ただし，ハーモニカ端子から押ボタンスイッチに至る配線は除く）は，600Ｖ

ビニル絶縁電線1.25ｍｍ2用い，接続はＹ型圧着端子を用いること。ただし，主回路は600Ｖビニ

ル絶縁電線1.6ｍｍを用いること。既設の配線で利用できる物はそのまま使用すること。

１２．接地工事は省略する。ただし接地端子間の配線は行うこと.動力用接地線とコンセント用接地線

は，接地元の端子台（2P）の別々の端子へ接続し，両端子を電気的に接続すること。

１３．支給材料の中には余るものもあるが，できるだけ材料節約につとめること。

１４．支給材料は，原則的には追加支給をしない。

１５．ダクト工事では入り隅加工を行うこと。
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